
 

 

 

 

 

  

           

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

主催 かごしま環境未来館 

かごしま環境未来館講座開催レポート 

アルミ缶は工作用のはさみで切れるほど加工しやすいと

いう特徴があります。今回はチョウやクワガタなどの昆虫を

作りました。 

 

アルミ缶の胴体部分を平らに開き、下絵を貼ります。下絵

に沿ってはさみで切った昆虫の型に丸みをつけたり曲げたり

して、立体的に仕上げました。 

日 時 平成 29 年 8 月 4 日（金） 13 時～16 時 
場 所 かごしま環境未来館 1 階リサイクル工房 
講 師 奥田 一水（元リサイクル指導員） 

アルミ缶はリサイクルの優等生と

言われていて、新しく原料から作るのに

比べて、資源ごみとして出されたアル

ミ缶をリサイクルして作ると 1/35 のエ

ネルギーで済みます。アルミ缶のごみ

が出てしまったら、しっかり分別！リサ

イクルに協力しましょう！ 

今回ご指導いただいた奥田先生、受

講していただいたみなさん、ありがと

うございました。 


